
（別添） －

【費用対効果の算定内容】
１．費用対効果の算定根拠

２．事業全体の投資効率性

(1)道路整備に要する費用（便益を算出する事業延長Ｌ＝ ｋｍ）
○C：総費用＝ 百万円
○総費用算出根拠

（単位：百万円）

(2)道路整備による便益
○B：総便益＝ 百万円 B'：修正総便益＝ 百万円
○総便益算出根拠

（単位：百万円）

３．残事業の投資効率性

(1)道路整備に要する費用（便益を算出する事業延長Ｌ＝ ｋｍ）
○C1：総費用＝ 百万円
○総費用算出根拠

（単位：百万円）

(2)道路整備による便益
○B1：総便益＝ 百万円 B1'：修正総便益 百万円
○総便益算出根拠

（単位：百万円）

【費用対効果分析の結果】
（事業全体）
　費用便益比 Ｂ／Ｃ（再評価時点・事業全体）＝ ／ ＝
　修正費用便益比 Ｂ'／Ｃ（再評価時点・事業全体）＝ ／ ＝
（残事業）
　費用便益比 Ｂ1／Ｃ1（再評価時点・残事業）＝ ／ ＝
　修正費用便益比 Ｂ1'／Ｃ1（再評価時点・残事業）＝ ／ ＝

1,770
600

7.15

総費用

11,591百万円 8,753百万円 1.32

8,875
8,753

2,449

16,564

　算定の考え方は「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（平成20年6月国土交通省」による。また、具体
の算定手法については、「費用便益分析マニュアル（平成20年11月　国土交通省道路局　都市・地域整備局）」及び
「道路事業における県独自の費用便益分析実施要綱（平成２２年３月　青森県）」によった。
　本マニュアルにおいては、社会的余剰を便益（Ｂ）とし、整備に係る総費用及び維持修繕費を現在価値に割り引い
たものを費用（Ｃ）として評価するものである。
　再評価においては、技術指針の考え方により、「事業全体の投資効率性」と、再評価時点までに発生した既投資分
のコストや既発現便益を除いた「残事業の投資効率性」の両者にによる評価をするものとした。

　道路整備に要する費用から消費税及び用地取得に要する費用を除いたものに、供用後50年間の維持管理費
を加えたものを現在価値化したもの。

　道路整備によりもたらされる社会的余剰として、整備後50年間、各項目について整備があった場合の費用から
整備がなかった場合の費用を除いた額を便益として、それぞれ現在価値化したものの合計。

　道路整備に要する費用から消費税及び用地取得に要する費用を除いたものに、供用後50年間の維持管理費
を加えたものを現在価値化したもの。

単純合計

11,591

総便益走行費用減少時間短縮

事業費
7,746
8,224

用地費
641

現在価値

2,449

費用区分 事業費

71

単純合計 2,156

-68

11,591

7.15
8,753

2,730

防災

16,564

16,564

維持修繕費

3

105 1,770 3,821

国道280号（蓬田～蟹田バイパス）

H24

1,861 12

整理番号
《費用対効果分析説明資料》

事業名 地区名等道路改築事業（国道改築事業）

費用区分

便益区分
435

600

-5

用地費 維持修繕費 総費用

総便益交通事故減少 地域修正係数 総便益
初年便益 436 -5 4

2,284

交通事故減少

時間短縮 走行費用減少

現在価値

　道路整備によりもたらされる社会的余剰として、整備後50年間、各項目について整備があった場合の費用から
整備がなかった場合の費用を除いた額を便益として、それぞれ現在価値化したものの合計。

冬期 防災

現在価値
初年便益
便益区分

436
6,592

冬期

53
4

1.429

地域修正係数

11,591
435

16,564

修正総便益

現在価値 6,592 -68 53 2,284 2,730 11,591 1.429

16,564百万円 8,753百万円 1.89

16,564百万円 2,449百万円 6.76
11,591百万円 2,449百万円 4.73
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（
1
／

3
）

チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

１
　
土
地
・
植
生
の
改
変
（
造
成
、
敷
地
整
備
）
段
階
で
の
環
境
配
慮

■
（
１
）
農
林
地
等
の
緑
地
や
植
生
の
改
変
に
係
る
環
境
配
慮

□
・

□
・

■
・

法
面

の
緑

化
を

行
い

、
表

土
保

全
に

配
慮

し
て

い
る

。

□
・

□
・

□
・

■
（
２
）
地
形
や
地
盤
の
改
変
に
係
る
環
境
配
慮

□

残
存

緑
地

や
樹

木
・

樹
林

な
ど

の
周

縁
の

植
生

の
保

全
と

確
保

に
配

慮
す

る
。

植
生

の
改

変
や

農
林

地
等

の
緑

地
の

改
変

に
当

た
っ

て
は

、
植

生
や

緑
地

が
持

つ
水

源
か

ん
養

、
表

土
保

全
、

災
害

防
止

な
ど

の
多

面
的

機
能

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

適
切

な
植

栽
や

緑
化

な
ど

の
代

替
措

置
に

努
め

る
。

間
伐

な
ど

に
よ

っ
て

発
生

し
た

林
地

残
材

の
有

効
利

用
や

計
画

地
内

緑
地

な
ど

に
お

け
る

小
動

物
の

生
息

場
所

へ
の

活
用

な
ど

に
努

め
る

。

第
三

次
青

森
県

環
境

計
画

改
変

計
画

地
内

に
生

育
す

る
希

少
種

や
貴

重
種

、
巨

樹
・

巨
木

林
、

自
然

植
生

、
湿

原
、

景
観

木
・

花
木

な
ど

を
良

好
な

環
境

資
源

と
し

て
と

ら
え

、
そ

の
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

改
変

せ
ざ

る
を

得
な

い
場

合
に

は
、

改
変

区
域

内
の

植
栽

空
間

な
ど

へ
の

移
植

に
配

慮
す

る
。

ま
た

、
移

植
に

当
た

っ
て

は
、

表
土

の
保

全
と

一
体

的
な

生
育

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

冬
期

や
豪

雨
・

長
雨

の
時

期
に

は
、

表
土

保
全

や
表

土
流

出
防

止
な

ど
の

観
点

か
ら

、
大

規
模

な
樹

木
の

伐
採

や
地

表
植

物
の

改
変

な
ど

を
で

き
る

だ
け

避
け

る
。

人
工

林
の

伐
採

に
当

た
っ

て
は

、
水

源
か

ん
養

や
表

土
保

全
、

大
気

浄
化

な
ど

の
多

面
的

機
能

の
維

持
・

増
進

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

生
物

の
生

息
・

生
育

環
境

の
確

保
等

の
観

点
か

ら
特

に
必

要
な

場
所

に
つ

い
て

は
落

葉
広

葉
樹

林
等

の
育

成
な

ど
、

人
工

林
の

混
交

林
、

複
層

林
化

に
努

め
る

。

（
土
地
の
改
変
な
ど
の
敷
地
整
備
や
建
築
・
建
設
段
階
）

（
事
業
名
：
道
路
改
築
事
業
）
　
（
地
区
名
等
：
国
道
2
8
0
号
　
蓬
田
～
蟹
田
バ
イ
パ
ス
）

地
形

の
改

変
に

当
た

っ
て

は
、

自
然

地
形

を
生

か
す

よ
う

に
工

夫
し

、
で

き
る

だ
け

改
変

規
模

の
低

減
に

努
め

る
と

と
も

に
地

形
が

果
た

し
て

き
た

水
資

源
保

全
気

候
調

節
景

観
形

成
な

ど
の

役
割

に
配

慮
し

そ
れ

ら
の

影
響

の
低

減
に

開
発
事
業
等
に
お
け
る
環
境
配
慮
指
針
チ
ェ
ッ
ク
表

□
・

□
・

■
・

切
土

斜
面

に
シ

ー
ト

養
生

や
盛

土
に

散
水

養
生

を
行

い
、

土
工

施
工

時
に

発
生

す
る

土
ぼ

こ
り

を
低

減
し

て
い

る
。

□
・

■
・

道
路

施
設

の
土

砂
流

出
防

止
の

た
め

、
切

土
・

盛
土

法
面

を
緑

化
し

て
い

る
。

■
・

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

周
辺

で
の

工
事

に
お

い
て

、
教

育
委

員
会

と
協

議
の

上
、

試
掘

等
を

行
い

、
保

護
・

保
全

に
配

慮
し

た
。

□
・

□
・

□
・

■
・

セ
メ

ン
ト

系
固

化
材

に
よ

り
地

盤
改

良
を

行
う

場
合

に
は

、
六

価
ク

ロ
ム

溶
出

試
験

を
行

う
な

ど
、

環
境

汚
染

防
止

に
配

慮
し

た
。

地
形

の
改

変
に

当
た

っ
て

は
、

表
土

の
保

全
と

活
用

に
配

慮
し

、
表

土
の

一
時

貯
留

と
保

育
、

計
画

地
内

で
の

公
園

や
緑

地
な

ど
の

植
栽

空
間

へ
の

活
用

に
努

め
る

。

地
形

の
改

変
に

伴
う

土
砂

流
出

に
よ

る
河

川
や

湖
沼

、
海

等
の

水
質

汚
濁

の
防

止
や

適
切

な
沈

泥
池

や
緑

地
な

ど
の

緩
衝

地
の

確
保

、
地

表
面

の
露

出
放

置
の

防
止

と
早

急
な

植
栽

や
緑

化
対

策
な

ど
に

努
め

る
。

表
土

の
流

出
防

止
や

土
砂

災
害

防
止

の
た

め
、

雪
解

け
時

期
や

豪
雨

・
長

雨
の

時
期

に
お

け
る

地
形

改
変

や
表

土
の

露
出

放
置

な
ど

は
で

き
る

だ
け

避
け

る
。

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

で
あ

る
場

合
は

、
そ

の
土

地
の

保
護

・
保

全
に

配
慮

す
る

。

野
外

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

の
整

備
、

農
地

や
草

地
開

発
等

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

で
き

る
だ

け
自

然
地

形
を

活
用

し
た

利
用

計
画

と
し

、
地

域
の

自
然

景
観

や
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

流
通

団
地

や
工

業
団

地
、

大
規

模
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
等

の
大

規
模

造
成

工
事

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

小
区

画
ご

と
に

順
次

実
施

し
、

造
成

地
の

安
定

と
緑

地
や

植
栽

の
育

成
に

努
め

る
。

造
成

な
ど

に
よ

り
、

大
規

模
な

法
面

や
擁

壁
が

生
じ

な
い

よ
う

に
十

分
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
緑

化
や

擁
壁

等
の

多
自

然
型

工
法

な
ど

に
努

め
る

。

地
盤

の
掘

削
、

軟
弱

地
盤

地
で

の
地

盤
安

定
化

の
た

め
の

地
下

水
の

排
水

、
流

路
の

遮
断

、
地

盤
凝

固
剤

の
注

入
な

ど
を

行
う

場
合

に
は

、
周

辺
地

域
で

の
地

盤
沈

下
や

地
下

水
汚

染
な

ど
の

防
止

に
配

慮
す

る
。

に
、

地
形

が
果

た
し

て
き

た
水

資
源

保
全

、
気

候
調

節
、

景
観

形
成

な
ど

の
役

割
に

配
慮

し
、

そ
れ

ら
へ

の
影

響
の

低
減

に
努

め
る

。

表
土

の
露

出
放

置
に

よ
る

土
ぼ

こ
り

な
ど

の
影

響
を

で
き

る
だ

け
低

減
す

る
よ

う
努

め
る

。
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2
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3
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チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

（
事
業
名
：
道
路
改
築
事
業
）
　
（
地
区
名
等
：
国
道
2
8
0
号
　
蓬
田
～
蟹
田
バ
イ
パ
ス
）

□
・

□
（
５
）
敷
地
整
備
段
階
で
の
重
機
の
使
用
に
係
る
環
境
配
慮

■
・

低
騒

音
・

排
出

ガ
ス

対
策

型
の

重
機

を
使

用
し

、
周

辺
の

生
活

環
境

に
及

ぼ
す

環
境

の
防

止
に

努
め

て
い

る
。

□
・

■
・

周
辺

の
水

田
へ

土
ぼ

こ
り

が
飛

散
し

な
い

よ
う

、
盛

土
施

工
時

に
散

水
や

シ
ー

ト
養

生
を

行
っ

た
。

■
（
６
）
土
砂
等
の
搬
出
・
搬
入
に
係
る
環
境
配
慮

■
・

発
生

土
を

工
区

内
で

流
用

し
、

土
砂

搬
出

の
抑

制
に

努
め

て
い

る
。

□
・

□
・

■
（
７
）
廃
棄
物
処
理
等
へ
の
配
慮

■
・

抜
根

材
を

チ
ッ

プ
・

堆
肥

化
し

て
緑

化
基

盤
材

と
し

て
有

効
利

用
し

、
産

業
廃

棄
物

搬
出

の
抑

制
に

努
め

て
い

る
。

■
・

産
業

廃
棄

物
は

再
資

源
化

施
設

へ
搬

入
し

、
リ

サ
イ

ク
ル

に
努

め
て

い
る

。

２
　
建
造
物
等
の
設
置
、
建
築
・
建
設
段
階
で
の
環
境
配
慮

表
土

や
植

物
を

他
地

域
へ

搬
出

す
る

場
合

は
、

搬
入

地
で

の
生

態
系

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
す

る
。

建
築

物
等

の
解

体
に

伴
う

建
設

廃
材

な
ど

は
で

き
る

だ
け

リ
サ

イ
ク

ル
に

努
め

、
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

な
い

廃
棄

物
は

適
正

に
処

理
す

る
。

搬
入

す
る

土
砂

な
ど

に
含

ま
れ

る
土

壌
汚

染
物

質
の

有
無

を
確

認
す

る
な

ど
、

改
変

地
域

及
び

周
辺

地
域

の
地

下
水

や
土

壌
へ

の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

地
形

改
変

等
に

伴
っ

て
発

生
す

る
抜

根
な

ど
は

適
正

に
処

理
す

る
。

盛
土

や
埋

土
を

行
う

場
合

に
は

、
搬

入
す

る
土

砂
の

性
状

な
ど

に
十

分
配

慮
し

、
地

下
水

汚
染

物
質

な
ど

が
含

ま
れ

る
土

砂
等

の
使

用
を

避
け

る
と

と
も

に
、

地
下

水
や

環
境

汚
染

の
防

止
に

努
め

る
。

低
騒

音
・

防
振

機
器

の
活

用
、

遮
音

壁
な

ど
の

設
置

、
野

生
動

物
の

繁
殖

時
期

に
お

け
る

重
機

の
使

用
抑

制
な

ど
に

努
め

る
。

重
機

に
よ

る
地

形
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

適
切

な
散

水
な

ど
に

よ
り

土
ぼ

こ
り

の
発

生
防

止
に

努
め

る
。

土
地

の
改

変
な

ど
を

行
う

場
合

は
、

地
域

内
か

ら
地

域
外

へ
の

土
砂

の
搬

出
入

の
抑

制
に

努
め

る
。

植
生

の
伐

採
、

地
形

や
地

盤
の

改
変

な
ど

を
行

う
場

合
の

重
機

の
使

用
に

伴
う

排
ガ

ス
や

騒
音

・
振

動
が

周
辺

の
生

活
環

境
や

野
生

動
物

の
生

息
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

■
（
１
）
道
路
（
車
歩
道
）
、
雨
水
排
水
路
の
設
置
に
係
る
環
境
配
慮

□
・

□
・

□
・

□
・

■
・

植
生

基
材

吹
付

工
等

に
よ

る
法

面
の

緑
化

を
行

い
、

景
観

の
保

全
に

努
め

て
い

る
。

□
・

□
・

□
・

■
（
２
）
基
礎
や
地
下
建
造
物
の
建
設
に
係
る
環
境
配
慮

■
・

工
事

着
手

前
に

管
理

者
へ

埋
設

物
の

有
無

を
照

会
す

る
と

共
に

、
必

要
に

応
じ

て
試

掘
等

を
行

い
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
保

護
に

努
め

る
。

基
礎

や
地

下
建

造
物

の
建

設
等

に
当

た
っ

て
は

、
計

画
地

及
び

周
辺

の
地

盤
条

件
を

十
分

に
調

査
し

、
水

道
、

電
気

、
ガ

ス
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

切
断

や
破

壊
の

未
然

防
止

に
努

め
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

伴
う

野
生

動
物

の
繁

殖
地

と
生

息
地

と
の

移
動

空
間

の
分

断
を

避
け

る
よ

う
に

配
慮

し
、

適
切

な
生

物
移

動
空

間
の

確
保

と
創

出
に

努
め

る
。

野
生

動
物

の
れ

き
死

の
防

止
の

た
め

、
そ

の
横

断
環

境
の

創
出

な
ど

に
努

め
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

沿
道

に
お

け
る

景
観

資
源

や
眺

望
地

点
、

水
辺

や
海

浜
等

へ
の

進
入

空
間

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

電
線

類
の

地
中

化
や

適
切

な
緑

化
な

ど
に

配
慮

し
た

良
好

な
景

観
の

形
成

に
努

め
る

。

道
路

等
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
大

気
が

停
滞

し
や

す
い

地
域

な
ど

に
お

け
る

自
動

車
の

通
過

や
交

通
渋

滞
な

ど
に

伴
う

排
ガ

ス
の

多
量

発
生

の
防

止
と

、
排

ガ
ス

の
緩

和
や

浄
化

の
た

め
の

緑
地

帯
の

確
保

に
努

め
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

夜
間

等
に

お
け

る
光

害
の

防
止

、
照

り
返

し
な

ど
の

防
止

に
配

慮
し

た
街

路
樹

の
設

置
や

沿
道

の
樹

木
、

緑
地

の
保

全
な

ど
に

努
め

る
。

高
架

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

日
照

障
害

や
電

波
障

害
な

ど
の

防
止

に
努

め
る

。

側
溝

や
排

水
路

に
落

ち
た

野
生

動
物

が
は

い
上

が
れ

る
よ

う
な

側
壁

の
工

夫
に

努
め

る
。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

高
盛

土
や

高
架

等
に

よ
る

景
観

の
分

断
や

大
規

模
法

面
の

発
生

な
ど

を
で

き
る

だ
け

抑
え

、
適

切
な

緑
化

な
ど

に
よ

る
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
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（
3
／

3
）

チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

（
事
業
名
：
道
路
改
築
事
業
）
　
（
地
区
名
等
：
国
道
2
8
0
号
　
蓬
田
～
蟹
田
バ
イ
パ
ス
）

□
・

□
・

□
・

■
（
４
）
高
層
建
築
物
・
大
規
模
施
設
等
の
建
設
に
係
る
環
境
配
慮

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

地
下

空
間

の
建

設
や

そ
の

利
用

に
当

た
っ

て
は

、
浸

水
や

地
盤

の
陥

没
な

ど
の

防
止

、
避

難
経

路
の

確
保

な
ど

に
努

め
る

。

大
規

模
な

基
礎

や
地

下
空

間
利

用
な

ど
の

地
下

建
造

物
の

建
設

に
当

た
っ

て
は

、
地

下
滞

水
層

の
分

断
防

止
や

排
水

な
ど

に
よ

る
周

辺
地

域
の

地
下

水
位

の
低

下
の

防
止

な
ど

に
努

め
る

。

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
地

下
に

埋
設

す
る

場
合

は
、

地
盤

の
振

動
や

沈
下

、
液

状
化

等
に

伴
う

ラ
イ

ン
の

分
断

な
ど

に
よ

る
災

害
の

未
然

防
止

に
努

め
る

。

主
要

道
路

等
の

沿
線

で
の

大
規

模
な

建
造

物
の

建
設

に
よ

る
景

観
の

眺
望

の
遮

へ
い

防
止

に
努

め
る

。

地
域

の
景

観
を

形
成

す
る

自
然

環
境

資
源

が
計

画
地

内
や

計
画

地
に

隣
接

し
て

い
る

場
合

、
周

辺
地

か
ら

の
眺

望
の

確
保

に
努

め
、

建
造

物
な

ど
に

よ
る

視
覚

的
遮

へ
い

の
防

止
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
文

化
財

な
ど

の
歴

史
的

・
文

化
的

資
源

か
ら

の
眺

望
や

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

高
層

建
築

物
や

大
規

模
施

設
な

ど
の

建
設

に
伴

っ
て

発
生

す
る

、
い

わ
ゆ

る
ビ

ル
風

の
防

止
や

地
域

の
良

好
な

風
道

な
ど

の
保

全
に

努
め

る
。

計
画

地
内

や
周

辺
地

の
緑

地
保

全
や

緑
化

、
食

餌
植

物
の

植
栽

な
ど

に
配

慮
し

、
生

物
の

生
息

・
生

育
や

移
動

環
境

の
確

保
、

誘
導

な
ど

、
野

鳥
や

昆
虫

な
ど

の
身

近
な

生
物

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
確

保
と

創
出

に
努

め
る

。

高
層

建
築

物
の

建
設

に
伴

い
確

保
さ

れ
る

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
に

つ
い

て
は

、
周

辺
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

自
然

環
境

の
保

全
と

緑
化

な
ど

に
努

め
、

緑
地

の
地

域
住

民
へ

の
開

放
や

地
域

の
自

然
環

境
の

向
上

に
配

慮
す

る
。

地
下

水
か

ん
養

域
で

の
建

設
に

当
た

っ
て

は
、

建
造

物
や

舗
装

等
に

よ
る

地
表

面
の

不
浸

透
域

化
に

十
分

配
慮

し
、

建
築

物
周

辺
で

の
適

切
な

雨
水

の
地

下
浸

透
緑

地
の

確
保

に
努

め
る

。

高
層

建
築

物
等

の
建

設
に

伴
う

日
照

障
害

や
電

波
障

害
な

ど
の

防
止

に
努

め
る

。

■
・

周
辺

の
地

盤
沈

下
に

対
す

る
影

響
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

軟
弱

地
盤

箇
所

の
盛

土
工

事
で

動
態

観
測

を
実

施
し

た
。

■
（
５
）
高
架
構
造
物
の
建
設
に
係
る
環
境
配
慮

□
・

■
・

橋
梁

の
建

設
に

お
い

て
、

周
辺

景
観

に
配

慮
し

た
塗

装
色

を
採

用
し

た
。

架
橋

な
ど

を
建

設
す

る
場

合
は

、
周

辺
の

景
観

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

基
礎

の
設

置
等

に
伴

う
水

辺
環

境
や

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

送
電

線
や

鉄
塔

な
ど

の
高

架
構

造
物

を
建

設
す

る
場

合
は

、
地

域
の

地
盤

・
気

象
な

ど
の

自
然

環
境

や
景

観
に

つ
い

て
十

分
な

調
査

を
行

い
、

自
然

環
境

の
保

全
や

災
害

防
止

に
十

分
配

慮
し

た
ル

ー
ト

の
選

定
に

努
め

る
と

と
も

に
、

周
辺

地
域

に
お

け
る

日
照

障
害

や
電

波
障

害
な

ど
の

防
止

に
努

め
る

。
。

地
盤

が
軟

弱
な

場
所

で
は

、
盛

土
や

建
築

物
の

荷
重

な
ど

に
よ

る
地

盤
沈

下
へ

の
影

響
に

つ
い

て
十

分
配

慮
す

る
。
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［全体計画］

（１）事業実施箇所位置図

（２）詳細位置図

蓬田～蟹田工区

蓬田～蟹田工区

Ｌ＝７，１５０ｍ

至 三厩地区

東北新幹線

（新青森駅）

陸奥湾
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（３）全体計画平面図

〔構造図〕

○標準横断図

現道

改良済

舗装済

Ｈ２４実施箇所

Ｈ２５以降実施箇所

幹線道路

全体延長 Ｌ＝７，１５０ｍ

工事起点 工事終点

104 0m

Ｌ=5,120m Ｌ=2,030m
H22.11月供用
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〔現道の交通状況〕

①

②

③

・人家連坦部では道路幅員が
狭く、曲がりくねり、歩道も未整
備のため、危険な状況となって
いる。

・車道の堆雪スペースが確保
できないため、冬期における車
輌のすれ違いが困難な状況と
なっている。

・土砂崩落等の災害が発生し
た際、迂回路がないため、交通
機能が停止（平成14年8月発
生）
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